
スミ株式会社 様

日々多様化する食に対応する容器開発は、
スピード感が生命線。老舗企業が選んだ
のはソニーのビデオ会議だ。
目指したのは、複数拠点を結んだ営業会議のビデオ会議による
効率アップ。ソニーのビデオ会議システム・IPELAは、導入目的
はもちろん、さらに大きな効果をもたらしつつあるという。

驚きの画質が生んだ”想定外”の効果
愛知県一宮市。古くから繊維の町として知られた当地で織物修整業として創業しながら、その先見性が奏功
し、現在はプラスチック食品容器メーカーとして知る人ぞ知る存在となったのがスミ株式会社だ。多様化を
極める現代の食を支える同社に求められるのは独創性とスピード感。営業会議の効率アップを目指して導入
されたというソニーのビデオ会議システム・IPELA。しかしその効果は、事前の期待を大きく超えるもの
だった。

プラスチック食品容器メーカー PCS-XG80および
PCS-XG55×3台 グループ内複数拠点間での会議

ビデオ会議システム導入事例

IPELAを採用した3つのポイント

ハイビジョンの
先駆者ならではの高画質
ハイビジョン画質が透明プラスチック
素材の嵌合(かんごう)までを見事に伝達

IPELAが誇る、高画質・高音質コミュ

ニケーション。ハイビジョンの能力を

余すところなく生かした高画質は、薄

いプラスチック素材の形状や嵌合（か

んごう＝噛み合わせのこと）までを忠

実に表現。遠隔拠点との間で、シビア

な品質についての情報共有やディス

カッションが可能になった。当初目的

としていた営業会議だけでなく、開発

会議やクレーム対応など、幅広い社内

コミュニケーションがビデオ会議で大

きく変わりつつある。 

システムアップで
さらなる画質UP

「入口から出口までソニー」で
実現する、いっそうの高画質

導入検討時に行われたデモンストレー

ションでIPELAと組み合わされた液晶

テレビ＜ブラビア＞の画面に、参加し

た社員の目はくぎ付け。「ハイビジョ

ンの実力を、テレビなどではなくビデ

オ会議で実感することになるとは…」

という声が上がる中、IPELAとセット

でブラビアの導入が決定したとのこ

と。信頼性と高画質を求める上で、

もっともお勧めできる組み合わせだ。 

高度な設定をシンプルに
実現する操作性

社内ネットワークとの共存に
欠かせない高度な設定も簡単操作で

企業の拠点間を結ぶネットワークは、

単なる通信手段でなく多くの業務デー

タをやり取りする企業の大動脈。そこ

にビデオ会議のデータを流す上では、

データ通信帯域の調整など、大小様々

なセッティングが重要となる。IPELA

の選定にあたっては、その設定の行い

やすさも大きなポイントだった。 
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記事内容は 2013 年 8 月現在の情報です。
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加速するお客様ニーズに遅れるな

システム導入前の御社における会議の形態についてお聞かせください。

当社では、愛知県の本社や工場の他、東京、大阪、仙台に営業所があります。

営業戦略についての会議は月に１～２回、担当者が本社に集まって開催し

ていました。大規模でも大人数でもありませんが、やはり人の移動に関わ

る時間や費用を節約したいという思いがありましたね。

墨

ビデオ会議導入の検討指示を受けて、まず最初はノートパソコンと内蔵カ

メラのみで使えるような簡易なシステムから検討をスタートしました。で

すが、予想はしていたものの通話品質は私たちの要望に届くレベルではあ

りませんでしたし、やはり１対１のやりとりを基本に作られたサービスで

したので、複数拠点をつないでの会議を想定した当社のニーズとは、使い

勝手の点でも合致しませんでした。

中村

実際には何社かの製品を実際にデモンストレーションしてもらうことになっ

たのですが、IPELAの画質と操作性はズバ抜けていました。私はシステム運

用を担当する立場ですので、操作性には特にこだわっていましたし、その面

でも迷いはありませんでしたね。また、デモの際にはブラビアを一緒に持ち

込んでいただいたのですが、その鮮明な画質にも本当に驚きました。

中村

それからもう一点、先ほど操作性についてお話しましたが、社内ネットワーク

上で高画質のビデオ会議を行うということで、帯域調整などのセットアップは

不可欠であると考えていました。IPELAはそうした高度なセットアップも、簡

単な操作で行うことができましたので、実際に機材が導入されてから極めて短

い期間でこうした調整を終えることができました。設定だけでなく、日常の操

作もとても簡単ですので、社内への導入にあたっても、特別な研修などを行う

必要もなく、まさにビデオ会議経由で、ひと通りの説明を終えることができて

しまったくらいです。とにかく、とてもスムーズな導入でした。

中村

そこで専用のビデオ会議システムの検討に入ったのですが、出入りのシス

テム業者に相談すると「画質にこだわるならソニーですね」と一番に推薦

されたのがIPELAです。

墨

そこで迷わずブラビアも一緒に導入することを決めて今に至る、というこ

とです。

墨

なるほど、そこでビデオ会議システムを検討されたわけですね。
実際の導入経緯はどのようなものだったのでしょうか。 
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記事内容は 2013 年 8 月現在の情報です。

導入経緯
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スミ株式会社
代表取締役社長
墨和幸様
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記事内容は 2013 年 8 月現在の情報です。

当初からの導入理由であった営業会議について、IPELAがお役に
立っていますか。

はい。これは目論見通りです。当社には大企業のような多数の拠点がある

わけではありませんが、本社を含めて4つの拠点というのは、ビデオ会議

でコミュニケーションを取るにはなかなか適した規模なのではないかと感

じています。コストや時間の削減はもちろんですが、必要が生じた際に、

いつでも会議を開けるようになったことは大きなプラスですね。

墨

先ほども言いましたが、操作がとにかく簡単ですので、打合せを思い立っ

た社員が誰でもビデオ会議の主催者になれる、という印象です。社長の言

う「いつでも会議」にはそれも大きく貢献していると思います。

中村

一方で、導入前には予想していなかった効果といったものはあり
ましたでしょうか。

はい。当初の導入目的は営業会議だったと申し上げましたが、あまりにも

画質が良いことに驚いた社員が、開発会議に使うようになりました。当社

のお客様は、大小さまざま、たくさんの要望をお持ちですので、それらに

対してスピーディーに対応していくことが求められます。それがビデオ会

議で進められるようになったことで、驚くほどビジネスのスピードが上

がっています。 

墨

開発会議にも、商品開発段階のもの以外に、発売中の製品の改良や、お客様

からのクレームへの対応などがありますが、特に後者はスピードが命です。

従来ですと当該の実物を本社開発部門へ送り、それからようやく会議とい

う流れでしたから、場合によっては対応まで１週間近くを要することもあ

りましたが、ビデオ会議のおかげで即日の対応検討が可能になりました。

これは本当に大きなビジネスメリットですね。 

墨

画質に加えて驚かされたのは、カメラのズーム比の高さと、マクロ撮影的

にも使えることで、製品の細部まで簡単に、クリアに映し出せることです

ね。当社の製品は薄くて透明なプラスチックを使用したものが多いのです

が、これならまったく問題なく、構造や品質についての会議ができると社

員にも好評です。HD映像とPCなど外部機器の映像を同時に表示できるの

も大変便利ですね。 

中村

導入効果
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高画質と簡単操作が生んだ予想外の効果

スミ株式会社
業務部電算課課長
中村純様
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しなやかで強いビジネスの味方として

展　望

期待を超える成果を挙げつつあるというIPELAの導入ですが、
今後に向けてはどのような展開をお考えでしょうか。

現在すでに、業務に使用しているタブレット端末を接続して、業務データ

や開発データを共有したり閲覧したりという形で、どんどん会議のスタイ

ルが進化しています。製品の3Dモデリングデータをアニメーション表示

しても、コマ落ちなしに表示できるのは、PC本体に負荷の掛からないビ

デオ会議ならではです。こうした工夫が社員の間で生まれていくのも楽し

みですね。

中村

ビデオ会議を導入してみてつくづく感じているのは、このシステムが、決

して大企業だけのものではないということです。むしろ当社のように規模

よりもスピード感や機動性を重視している企業でこそ効果を発揮すると

言ってもいいのではないでしょうか。私たちはビデオ会議の導入で得たス

ピード感で、一層自社の強みを伸ばしていきたいと思っています。最後に

もう一つ、これは無いにこしたことはありませんが、先年の震災のような

災害が起きたときに、ビデオ会議が電話その他の通信手段のバックアップ

として機能することも期待しています。どの手段なら大丈夫、というもの

ではないでしょうが、コミュニケーション手段を冗長化しておくことは有

効だと思うからです。IPELAと共に当社のビジネスがよりしなやかで強い

ものに進化していけるよう、励んでいきたいですね。 

墨


